
子育てをする中で欠かせないものの１つがコミュニケーションです。コミュニ
ケーションは親子の信頼関係を築く大切な要素でもあります。毎日忙しく過ご
す中でも、コミュニケーションの取り方を少しだけ見直してみませんか。

子どもとの関わり方を見直してみましょう
子どもとのコミュニケーション
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子育て応援課発達支援係（プラザけやき内☎37-1137）問い合わせ

市役所からのお知らせ
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■子育ての不安、相談してください
　市では、乳幼児健診などで、子どもの成長・発達を見守り、保護者から気になることや心配なことを聞きながら、幼児相談
や各教室を紹介しています。
　子どもの自己主張が強くなる時期は、大人もイライラしてしまったり、子どもの発達に不安を感じたりすることもあるかもしれま
せん。そんな時は一人で抱え込まずに、相談してみてください。

●市の相談先
就園前　子育て応援課発達支援係
　　　　（プラザけやき内☎37-1137）
就園児　こども政策課幼保こども園係
　　　　（プラザけやき内☎37-1131）
就学児　学校教育課学校指導係
　　　　（中央公民館内☎73-1113）

●その他相談先
東遠地区生活支援センター（☎35-2971）
静岡県中西部発達障害者支援センターＣＯＣＯ
（☎0547-39-3600）

●過去の記事もご覧ください
市ホームページ（右記）に、これまでの発達支援に
関する広報記事を掲載していますので、ぜひ参考
にご覧ください。

●目を見て話す
　子どもと目の高さを
合わせてあげましょう。
まず目線を合わせ、真
剣に聞いていることを
伝えるために、子どもの
目を見て聞き、話しま
しょう。

●相づちを打つ
　相づちを打つこと
で、真剣に聞いてい
ることが伝わり、子
どもはとても話しや
すくなります。

●話をさえぎらない
　話を続けようとし
ているのに話をさえ
ぎってしまうと、話
す気持ちがなくなっ
てしまいます。

コミュニケーションの基本コミュニケーションの基本

●気持ちを代弁する
　感情と言葉を結びつけられるようになると、ストレ
スが減り、気持ちも安定します。「○○したかったんだ
ね」と、その子や相手の気持ちを代弁してあげましょう。
　・子どもが落ち着いてから振り返りをする
　・叱るのではなく、子どもの「思い」を代弁する
　・何と言ったらいいのか見本を示す
　・「感情（気持ち）」を代弁する

●「ダメ」の代わりにどうすればいいかを教える
　「何をすればいいか」がわかっていると、子どもは安
心して行動することができます。
　・具体的に「○○しましょう」「○○したら××できるよ」
　 などと、してほしい行動を言葉に置き換えて提案する

●褒める
　褒め言葉は子どもにとって一番の励みになります。
特別にできた結果だけを褒めるのではなく、普段当た
り前にできていることや行っている経過、ちょっとが
んばれたことを褒めると、褒める機会を増やすことが
できます。
　・すぐ褒める
　・経過を褒める
　・具体的に褒める

コミュニケーションのポイントコミュニケーションのポイント
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